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頭
越
し
飛
ぶ
売
り
声
や
年
の
市

よ
し
子

単
身
の
隣
も
呼
び
て
晦
日
蕎
麦

う
つ
ぎ

健
診
の
結
果
う
べ
な
ひ
去
年
今
年

雅

流

異
国
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届
く
メ
ー
ル
の
賀
状
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な
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退
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書
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よ
し
女

子
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ふ
く
る
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茶
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間
去
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今
年

菜
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二
〇
一
一
年
一
二
月
三
〇
日

夜
回
り
は
子
ら
の
声
な
る
火
の
用
心

ぽ
ん
こ
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が
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あ
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飾
を
括
り
け
り

な
つ
き

満
天
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星
散
り
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め
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の
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く

菜
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餅
を
搗
く
器
械
恃
み
を
な
咎
め
そ

は
く
子

福
音
に
生
き
る
余
生
や
去
年
今
年

せ
い
じ

胃
薬
を
買
ひ
置
く
こ
と
も
年
用
意

う
つ
ぎ

失
せ
物
が
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
煤
払

と
ろ
う
ち

二
〇
一
一
年
一
二
月
二
九
日

バ
ス
必
死
雪
の
轍
に
尻
振
っ
て

花
茗
荷

咲
き
初
め
し
水
仙
は
み
な
海
へ
向
く

よ
し
女

夜
廻
り
を
終
へ
て
熱
燗
賜
り
ぬ

満

天

み
ど
り
ご
の
百
面
相
や
冬
ぬ
く
し

百

合

一
日
一
句
達
成
し
た
る
日
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果
つ

う
つ
ぎ

吾
を
呼
べ
る
今
川
焼
の
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ひ
か
な

こ
す
も
す

日
溜
ま
り
の
庭
石
に
添
ふ
冬
す
み
れ
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温
か
や
足
裏
に
文
字
の
嬰
並
ぶ

百

合

エ
プ
ロ
ン
の
夫
を
助
手
と
し
節
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よ
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う
つ
ぎ

浮
寝
鳥
湖
の
さ
ざ
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き
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な
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う
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〇
一
一
年
一
二
月
二
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日

庭
掃
け
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転
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し
瑠
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の
龍
の
玉
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凍
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細
り
た
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匕
首
の
月
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ヨ
セ
フ
の
ひ
げ
落
つ
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せ
い
じ
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り
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よ
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茗
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終
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湯
に
皸
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手
を
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ぬ

満
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檎
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〇
一
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六
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今
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ま
た
屋
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の
深
雪
と
闘
へ
り

花
茗
荷

大
漁
旗
追
ひ
て
群
舞
す
ゆ
り
か
も
め

宏

虎

青
畝
碑
に
触
れ
て
た
わ
わ
や
実
万
両

よ
し
女

雪
被
く
五
重
の
塔
の
気
品
見
よ

三

刀

二
〇
一
一
年
一
二
月
二
五
日

ラ
ジ
オ
に
て
第
九
聞
き
き
つ
つ
年
用
意

よ
し
子

漁
る
鳶
矢
の
毎
落
つ
る
冬
の
海

三

刀

と
見
る
間
に
マ
イ
カ
ー
雪
に
埋
も
れ
け
り

こ
す
も
す

毎
日
句
会
み
の
る
選
・
二
〇
一
二
年
一
月
三
日

59


